
望に応じて製作された最初の大形ディ ーゼノレ担韓関車である。

この倹!刻111は乙総客貨両用として設計され， 1 時間定格 1 ，000

I-P・ 述統定絡 900 I-Pの後関を装置し，動力伝達方式は電気式を

採用してある。 '}l~ lr寺 2 両震述で使用するため 2 両の総括制御が

可能で，この機|話1 1113 阿は D 51 形蒸気機関車 2 両にほぼ匹敵す

る性能をもっている。各部に軽量化する努力が払われたため，

この極の用途の機関車としては重量に比して大馬力をもっ後関

J1lを製作することがて'きた。

111j.本は箱形で 2 雨量述運転のため片五I!転室形である。型鏑

をなるべく少なくして鋼板および鋼板プレス型材を溶接した構

造であるため，軽孟tで堅ろうである。台車はゆれまくら式 2 軸

ボギーで， 台111わ く は一体鋳銅製である。

ディ ーゼノレ機関はスイス ・ ス ノレザー社の設計で，わが国で製

作したものである。溶接構造を多く 使用し， 経企で十分な剛性

をも っ ている。クラン F 室の後端はのびていて発電話量の台板を

兼ねている。 線以lの速度1tIJ御は主幹制御器に取付けられている

空気圧力調整弁による空気圧力の変化が，強闘の全滅誠速殴に

作用するようになっており ， 回転速度は 460-850rpm に変化

する。総括制御のための制御空気管が丙車体に引返してある。

主発電韓基はウェスチ γグハウス方式の励磁機(主発電般によ

る差励他励界磁および蓄電池による他励界磁付自励分巻界磁方

式)と組合って，後闘の一定回転のもとではいかなる電流の変

化に対しでも，際関の一定出力を吸収できるような定出力特性

をも っ ている。その上滋|刻の誠速般の作用により，励磁繊の他

励界磁直列抵抗を加減する界磁調整穏をも っているため，主発

電俄特性をよりーj臼繊|鈎特性に合致させることができる。

主'í1[iJl)J ~襲は氷久並列に接続され， 一定ノッチ以上ではある一

定の電流 . 11[圧に迷する と， 限V!E継電総の作用により自動的に

弱界磁巡il去に入ることができる。

DD 50 形電気式ディ ーゼJレ機関車主主E 目表

lliil~h削低 B-B 

用途 客貨両用

重量

巡転整備( t ) 63.44 

~ 11� (,,) 60.06 

主要寸法

全 長 (mm) 11 ,800 

幅 (,,) 2,945 

寸，l'ì土r， (,,) 4,013 

固定il~h隠 れ) 2,300 

心ざら間距縫い) 5,500 

動輪直径(，，) 1,000 

性 官E

連続定絡出力 (KW) 510 

" 5 1 ~民力 (kg) 6,500 

" 速度 (km/h) 29 

最大巡転速度 (km/h) 90 

ディ ー ゼノレ控盟関

7f゙ 式 4 サイクノレ， 単動， 直列，

立形，無気噴射，排気ガス

タ ー ビン過給俊付

シリン〆数 8 

シ リ ンダ径×行程 (mm) 250X320 

連続定絡tl1力(I-P) 900 

" 速度 (rpm) 800 

1 時間定絡出力(I-P) 1,000 

デーデーじゅ

速度 (rpm) 850 

動力伝達方式 電気式

主発電俄

連続定絡出力 (KW) 580 

" 電圧 (V) 420 

" 電流 (A) 1,380 

"回転数 (rpm) 800 

主電動揺量

連続定格出力 (KW) 130 

" 11[庄 ( V) 420 

" 電流 (A) 345 

"回転数 (rpm) 730 

個 数 4 

動輪駆動方式

l 段歯車減速 ・ つりかけ式

歯数比 16: 73= 1: 4.56 

制御方式

2 両軍連， 総括制御

桜|刻回転および主電動繊弱界磁制御

制御装位

空気式， 電磁式および電磁空気式

制御回路電圧 100V 

蓄電池容量 320Ah (51時間率)

燃料タ γ ク容量 2,OOOl 

プレー キ装置

つりあい管付 EL14 BS 空気プレ ー キ

手プレーキ

台車形式

製造所 111休部品

製造岡数

製造初年

(播野淳之助)

陸自闘 " 
電気"

DT100 

新三菱重工

三菱電 後

6 

IIß和 27 年
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10 形電気式ディーゼル後関車 !昭和 8 年満鉄は開発用の 750

W 電気式ディ ーセ・ノレ後関車を製作したが， その際鉄道省に設計

指導と製作監督を依頼してきた。これに如l湯、されて，わが国に

おいてもディ ーゼル機関

事を製作し， ふたたび使

用してみようとする気巡

が起ってきて製作された

のがこの後関車であって，

中形では最初の国鉄向け

国産量器関車である。 DD10 形電気式ディーゼル後関車

この韓基関車は入担軽用および貨物列車の小運転用として昭和

11 年川崎車両で製作され， 東北本線小山駅権内の入後および真

岡線の小五E転に使用するために， 小山機関区に間置された。

500 I-Pディーゼノレ滋闘を装置したこ の憾関車は， 2，120 形蒸

気磁関車程度の性能であることがわかった。運転中は駿関の騒

音が高く，そのうちに P ランク執が折損 して代品製作に l 年近

くかかって，十分に使則する期間もないうちに，戦争のための

燃料難から迷転休止になり ，その後廃車とな った。

車体は箱形 ・ 両巡転室形で， 溶接鱗造，台わくの一部は潤滑

油だまり となっている。台車は 3 車由ポギーで， 中央に遊軌を有

する A1A の事制i配置であり，外側棒台わく式である。
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